
発行元 与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会

まちづくりニュース
与野本町駅周辺地区

創刊号

私たち地域の住民が主体となり、行政と協働しながら、与野本町駅周辺地区のまちづくりを

進めていくため、平成２８年１１月２０日に「与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会(協議会)」

を設立しました。

今年度は、歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会、芸術劇場と地域が連携したまちづくり

分科会を立ち上げ、具体的なまちづくりに取り組んでいきます。

この度、私たちの活動内容を皆さまに知っていただくために、「まちづくりニュース」を

創刊しましたので、お知らせいたします。

【発行月：平成29年1月】

まちづくりニュースの発行にあたって

与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会とは？

与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン(本プラン)に掲げたリーディングプロジェクト

(LP)の取組に関する活動や本プランを進めるために必要な活動を行うことなどを目的としてい

ます。

設立にあたって

 協議会の目的の達成に向けて、地域の皆さまと行政との協働により、活動していきます。

 広報活動を充実させ、地域の皆さまに活動内容等の情報を分かりやすく発信します。

 与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープランに示すＬＰ３及びＬＰ４に関する２つの分科会を
立ち上げ、活動に取り組んでいきます。

■活動方針

■事業計画

今年度の活動方針・事業計画は、以下のとおりとなりましたので、皆さまにお知らせいたします。

平成２８年度の活動方針・事業計画

生まれ育ったまちをより良いまちにしていきたい。意見の

まとめ役として皆さんのお知恵を拝借し、与野本町駅周辺地区

まちづくりマスタープランのリーディングプロジェクトに

取り組んでいきたいと思います。

ご協力をよろしくお願いいたします。
会長 望月三之

開催概要

日 時：平成２８年１１月２０日(日)

１６時３０分～１８時３０分

場 所：中央区役所３階大会議室

出席者：協議会会員、市職員等

協議会の設立について１

 総会には、協議会会員２３名のうち１９名が出席し、

協議会の規約や役員、事業計画及び予算について

審議・承認しました。

 役員は、会長、副会長、総務、広報、会計、

会計監査から構成され、合計13名が選任されました。



◆協議会のホームページを開設しました
http://www.city.saitama.jp/001/010/015/006/p051202.htmlＵＲＬＵＲＬ

時期 組織 活動内容

２月５日(日)
15時～

中央区役所
２階多目的室

＜ＬＰ３＞
歴史を伝える
本町通りの

まちづくり分科会

・目的、活動内容の確認

・活動スケジュールの確認

・アンケート結果の共有

・平成２９年度以降の活動に関する意見交換

＜ＬＰ４＞
芸術劇場と
地域が連携した
まちづくり分科会

・目的、活動内容の確認

・活動スケジュールの確認

・これまでの取組等の共有

・市からの施策提案と意見交換

・平成２９年度以降の活動に関する意見交換

３月頃 役員会

【平成２９年度総会に向けた準備、確認】

・平成２８年度活動報告(案)の承認

・平成２９年度事業計画(案)の提案

与野本町駅周辺地区のまちづくりについて、私たちと一緒に考え、取り組みませんか？

与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープランに示すリーディングプロジェクトの実現に向けて、

行政と協働でまちづくりに携わりたいとお考えの方、入会をお待ちしています。

入会ご希望の方は、以下のホームページに掲載されている

会員募集チラシをご覧ください。

協議会に入会しませんか

【問合せ先】
さいたま市 都市局 まちづくり推進部 まちづくり総務課 企画・支援係
住所 〒３３０-９５８８ さいたま市浦和区常盤６丁目４番４号 (さいたま市役所８階)
電話 ０４８-８２９-１４４４・１４４５ ファックス ０４８-８２９-１９７６
メールアドレス machidukuri-somu@city.saitama.lg .jp

今年度のスケジュール２
今年度は、

２つの分科会で

具体的な取組を

検討していきます!!

今後は活動状況を

お知らせする

ニュースを発行し

ていきます。

募集チラシはこちら
のQRコードからも
ご覧いただけます

 さいたま市与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン策定
委員会の副会長であった深堀先生に講演していただきました。

 「与野の地域特性、地域と連携した景観まちづくり」をテーマに、
与野のまちの成り立ちを紐解きながら、与野が持つ地域の魅力など
について、古地図や写真などを用いてお話いただきました。

 さいたま市より情報提供がありました。
・与野本町小学校複合施設整備基本計画について

・地域活性化創造プログラム ～文化施設を起点にＪＲ東日本とまちづくりを考える～

ご講演を行う深堀先生
市からの情報提供

基調講演（埼玉大学 深堀清隆先生）

総会では基調講演と市からの情報提供がありました



市ホームページにおけるまちづくり推進協議会の案内

http://www.city.saitama.jp/001/010/015/006/p051202.htmlＵＲＬＵＲＬ

・与野本町駅周辺地区のまちづくりについて、私たちと一緒に取り組みませんか？

・与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープランに示すリーディングプロジェクトの実現に向けて、

行政と協働でまちづくりに携わりたいとお考えの方、入会をお待ちしています。

・入会ご希望の方は、以下のホームページに掲載されている

会員募集チラシをご覧ください。

協議会に入会しませんか

【問合せ先】
さいたま市 都市局 まちづくり推進部 まちづくり総務課 企画・支援係
住所 〒３３０-９５８８ さいたま市浦和区常盤６丁目４番４号 (市役所８階)
電話 ０４８-８２９-１４４４・１４４５ ファックス ０４８-８２９-１９７６
メールアドレス mac h i d u k u r i - s om u@c i t y . s a i t am a . l g . j p

募集チラシはこちら
のQRコードからも
ご覧いただけます

みなさんも、まちづくりに参加しませんか？

平成２９年度 総会

歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会では、
まち歩き、ワークショップを予定しています！！

平成29年度の協議会活動内容などをみなさまにご説明いたします。

本町通りをまち歩きしながら、
今後の取組について、考えてみませんか！！

平成２９年７月頃に、ホームページ等でお知らせする予定です。

開催日時

会 場 彩の国さいたま芸術劇場

議 題
平成28年度事業報告及び決算
平成29年度事業計画(案)及び予算(案)

基調講演 「芸術劇場による今後のまちづくりの展望」

講師：公益財団法人 埼玉県芸術文化振興財団理事長 竹内文則氏

・当日は、お気軽に会場へお越し下さい。（事前申込みは不要です。）

・徒歩又は公共交通機関をご利用ください。

プロフィール
慶應義塾大学経済学部卒業後、1974年4月に㈱日本長期信用銀行入行。2000年4月から富士常葉大学
流通経済学部教授となり、2004年4月から公益財団法人埼玉県芸術文化振興財団理事長に就任。

平成29年6月4日(日) 10時00分
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芸術劇場と地域が連携したまちづくり

第２号

発行元 与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会

まちづくりニュース
与野本町駅周辺地区

【発行月：平成２９年３月】

将来の沿道空間の活用イメージ
（与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープランより）

与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会は、与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン

に掲げたリーディングプロジェクト３「歴史を伝える本町通りのまちづくり」及びリーディング

プロジェクト４「芸術劇場と地域が連携したまちづくり」の分科会を設置し、具体的な活動を始

めました。

今後、歴史を伝える本町通りのまちづくりでは、本町通りの沿道にお住いの皆様にご意見を聴

きながら検討していきます。芸術劇場と地域が連携したまちづくりでは、芸術劇場をはじめ、学

校などと連携を図りながら検討していきます。

歴史を伝える本町通りのまちづくり

芸術劇場と地域が連携したまちづくり

本町通りの沿道空間を活用していく仕組みをつくり、歩行者や自転車の安全性を高めるとともに、

まちなみルールづくりを進め、歴史のまちとしての魅力やにぎわいを創出しながら

将来の都市計画道路としての整備につなげていくことを目指します。

● 本町通りの歴史や魅力の保全・形成

● 安心して歩ける環境の形成

● 地区外の人々への情報発信

与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン

リーディングプロジェクト３

施策の方向性

芸術劇場と地域が連携したまちづくりを進め、芸術のまちとしてのイメージアップを図るとともに、

地区内外から多くの人々が訪れ、交流できる場の形成を目指します。

● 芸術劇場と地域とのつながりの強化

● 地区外からの人々を呼び込む強化

● 地域全体を舞台にした活動の展開

与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン

リーディングプロジェクト４

施策の方向性

検討を開始！
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21.9%

30.0%
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0% 20% 40%

蔵造りなどの木造の建物

旧街道を意識させる和風の建物

神社や仏閣などの文化的建物

新しいデザインの建物

道路沿いの空間

庭や玄関先の樹木や草花

商店街のまちなみ

高さの低い建物が並んだまちなみ

特にない

その他（n=160）

74.4%

64.7%

28.2%

10.3%

3.2%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80%

自転車の走る空間が十分になく、

自動車とぶつかりそうになる

自動車が、歩行者のすぐ横を走行する

道路脇の側溝等に段差があり、通行しづらい

夜、本町通りが暗く、周りの状況が見えづらい

特にない

その他（n=156）

本町通りの歴史

本町通りの「まちなみ」、「安心して歩ける環境」、「にぎわい」について、沿道のみなさまのご意見
を把握するため、アンケートを行いました。

■対 象 者 本町通り沿道にお住いの方、沿道にお勤めの方、土地を所有している方
■調 査 期 間 平成28年12月～平成29年１月
■配布・回収 588枚配布・164枚回収（回収率27.9％）

アンケート結果

・本町通りは、室町時代から市場の開催地として知られ、明治に入っても栄えていました。
・約100年前の大正３年(1914年)の地図をみると、本町通りには、現在の八幡通りとの
交差点付近から彩の国さいたま芸術劇場付近まで、多くの建物が立ち並んでいました。

歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会による活動

大正３年（1914年）

図：五万分一地形図「大宮」（大正３年鉄道補入・大正５年発行、大日本帝国陸地測量部）、国土地理院所蔵
に与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープランの対象範囲等を追加して作成。
この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の５万分１地形図を複製したものである。

（承認番号 平28情複、第1511号）
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29.5%

17.3%

36.5%

11.5%

9.0%

0% 20% 40%

店舗で使えるクーポンの配布

まちなみを楽しむ散策イベントの実施

散策者向けの案内板の設置

イベントやお祭り等の開催・実施

沿道の中古物件の紹介・活用

人々が憩える空間の確保

特にない

その他
（n=156）

Q 商店街のにぎわいをもたらすうえで、
今後どのような取組を実施した方が良いと
思いますか？

Q 本町通りの“まちなみ”について、
どのようなところが魅力だと思いますか？

Q 本町通りを徒歩や自転車で通行するとき、
危ないと感じることは何ですか？

「和風の建物」
「文化的建物」が

多い

「和風の建物」
「文化的建物」が

多い

自動車との
すれ違いが多い
自動車との
すれ違いが多い

「人々が憩える
空間の確保」が
最も多い

「人々が憩える
空間の確保」が
最も多い

Q 本町通りにおけるまちづくりの取組に
ご関心はありますか？

「とてもある」
「ややある」の
合計が75.1％

「とてもある」
「ややある」の
合計が75.1％

アートストリート整備事業（さいたま市の取組）

観劇後の余韻にひたることが
できるような芸術的雰囲気を演出する
「アートストリート」として、
与野本町駅前公園やたつみ通りに
手形レリーフ、案内看板、照明等
を整備しています。

芸術劇場の取組

・劇場体験ツアーの開催
・光の庭プロムナードコンサートの開催 等

学校や中央区内団体の取組

・自治会の敬老を祝う会に中学校吹奏楽部が参加
・区民コンサートの開催
・キャンドルアートナイトの開催 等

本町通りの歴史や本町通りの沿道にお住いの皆様を対象としたアンケート結果等について共有し、平成２９年度の進め方等について意見交換を行いました。

芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会による活動

これまでに行ってきた芸術劇場に関係する主な取組について共有し、今後の取組の方向性等について意見交換を行いました。

主な意見

● にぎわいが生まれれば、商業施設も増えると思う。
● ワークショップを通じて、本町通りに関心がある方なども含めて幅広く募集した方が良い
と思う。

●歴史の魅力と安心して歩ける環境の２つの観点で、まち歩きを実施した方が良いと思う。

主な意見

● 歩道にある埋め込み照明は、夜はきれいで工夫されて
いると思う。

● 具体的な取組を考える前に、芸術劇場と連携してどの
ようなまちにするのかを考えた方が良いと思う。

● 芸術劇場までの道のりにおいて、まちをアピールする
方策を考えたいと思う。

手形レリーフ

本町通り

与野本町駅周辺地区
まちづくりマスタープランの対象範囲

まったくない

芸術劇場に関係するこれまでの主な取組

埋め込み照明



発行元 与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会

まちづくりニュース
与野本町駅周辺地区

第３号

私たち地域の住民が主体となり、行政と協働しながら、与野本町駅周辺地区のまちづくり

を進めるため、平成２８年度は与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会(以下：協議会)を

設立し、「歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会」、「芸術劇場と地域が連携したまち

づくり分科会」を立ち上げました。

今年度は、この２つの分科会で具体的なまちづくりに関する検討を進めるとともに、

「中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化」に係る分科会設立に向けた準備を行います。

活動状況については、この「まちづくりニュース」で随時お知らせしてまいります。

【発行月：平成２９年７月】

平成29年度のまちづくり活動を開始します！

平成29年度の活動開始にあたって

協議会の目的の達成に向けて、地域の皆様と行政との協働により、「与野本町駅周辺地区まちづくり

マスタープラン」に掲げたリーディングプロジェクトの施策の展開に向けた活動を行っていきます。

広報活動を継続的に行い、地域の皆様に分かりやすい情報を発信していきます。

総会を開催し、平成28年度の活動内容や平成29年度の活動予定を協議会会員と共有し、本協議会

の活動内容を広く周知します。また、適宜役員会を開催します。

「歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会」と「芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会」

を開催し、今後の取組等について検討していきます。また、リーディングプロジェクト１「中央区

役所周辺をはじめとした３拠点の強化」に係る分科会の設立に向けた準備を進めていきます。

与野本町駅周辺地区まちづくりニュースを発行し、協議会の活動を周知していきます。

■活動方針

■事業計画

今年度の活動方針・事業計画は、以下のとおりと

なりましたので、皆さまにお知らせいたします。

平成２９年度の活動方針・事業計画

今年度は「与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン」の６つの

リーディングプロジェクトのうち、２つについて、分科会で具体的な

検討を進めていきます。

私たちは素人ですが、市民目線で、自分たちの住むまちが、子の世代、

孫の世代にも満足できるまちになることを目指したいと思います。

ご協力をよろしくお願いいたします。 会長 望月三之

開催概要

日 時：平成２９年６月４日(日)

１０時００分～１２時３０分

場 所：彩の国さいたま芸術劇場

出席者：協議会会員、市職員等

平成29年度総会を開催しました

協議会会員２６名のうち２０名が出席し、

平成２８年度の事業報告・決算、平成２９年度の事業

計画（案）・予算（案）、協議会の規約の改定

（関係団体が推薦する会員の入会手続きに関する

規定の変更）について承認されました。

新規会員として、５名の方が入会しました。

１

総会の様子



組織 活動内容 開催回数

＜ＬＰ１＞※

中央区役所周辺を
はじめとした
３拠点の強化
分科会

・平成29年度活動スケジュールの確認

・与野中央公園基本計画見直しについての

意見交換

・今後の取組等の検討

・平成30年度の活動計画の確認

計４回程度

＜ＬＰ３＞
歴史を伝える
本町通りの

まちづくり分科会

・平成29年度活動スケジュールの確認

・まち歩きによる現況、課題の共有

・今後の取組等の検討

・平成30年度の活動計画の確認

計５回程度

＜ＬＰ４＞
芸術劇場と

地域が連携した
まちづくり分科会

・平成29年度活動スケジュールの確認

・今後の取組等の検討

・平成30年度の活動計画の確認

３ヶ月に
1回程度

今年度のスケジュール２ ＬＰ３の分科会では、

下記日程でワークショ

ップを開催します!!

８月27日(日)
９月24日(日)
10月29日(日)
（全３回）

参加者を募集します。

ワークショップの詳し

い内容・募集方法等は

７月の市報等でお知ら

せします。

芸術劇場を指定管理者として運営する、公益財団法人埼玉県芸術文化

振興財団の理事長である竹内氏に講演していただきました。

「芸術劇場による今後のまちづくりの展望」をテーマに、芸術劇場の

これまでの歩みと、今後芸術劇場が担っていく役割についてお話し

いただきました。

総会終了後、希望者は財団職員

の方に芸術劇場を案内していた

だきました。

芸術劇場を見学しました

基調講演（埼玉県芸術文化振興財団 竹内文則氏）

基調講演と芸術劇場の見学

市ホームページのまちづくり推進協議会のページ

http://www.city.saitama.jp/001/010/015/006/p051202.htmlＵＲＬＵＲＬ

【問合せ先】
さいたま市 都市局 まちづくり推進部 与野まちづくり事務所 管理係
住所 〒３３８-８６８６ さいたま市中央区下落合５丁目７番１０号 (中央区役所４階)
電話 ０４８-８４０-６１５３ ファックス ０４８-８４０-６１５５
メールアドレス yono-machidukur i@city.saitama.lg.jp

与野本町駅周辺地区のまちづくりについて、私たちと一緒に考え、取り組みませんか？

与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープランに示すリーディングプロジェクトの実現に向けて、

行政と協働でまちづくりに携わりたいとお考えの方、入会をお待ちしています。

入会ご希望の方は、以下のホームページに掲載されている

会員募集チラシをご覧ください。

協議会に入会しませんか

募集チラシはこちら
のQRコードからも
ご覧いただけます

※第２回役員会で協議会会員全員で構成するＬＰ１の分科会を設立することが決定しました。

（LP：リーディングプロジェクト）



発行元 与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会

まちづくりニュース
与野本町駅周辺地区

第４号

【発行月：平成３０年１月】

歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト３（ＬＰ３）］

芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト４（ＬＰ４）］

１

＜歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会・芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会＞

◆「歴史を伝える本町通りのまちづくり」ワークショップを開催しました 表・中面

８～10月に計３回開催、分科会メンバーと公募の方で取組のアイデアを出しました

ワークショップの結果から、行政と協働で今後取り組む内容を検討しています

＜中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会＞

◆「中央区役所周辺のまちづくりを考えよう！」ワークショップを開催しました 裏面

１１～１２月に計２回開催、まちづくりのコンセプトなどについて話し合いました

第４号のトピックス

• ワークショップでは、本町通り、アートストリー

トエリアを対象として、将来像や取組等のアイデ

アを出しました。

• 参加者は４つのテーマごとのグループに分かれて、

それぞれまちあるきや話し合いを行いました。

• ワークショップは全３回開催し、合計２５名（分

科会メンバー１８名・公募７名（埼玉大学学生含

む））が参加しました。

今回の検討
対象エリア

歩行者の交通安全

歴史を伝える街並み

まちのにぎわい

芸術劇場の来場者の回遊

回 日付 活動 参加者数

第１回 8/27
本町通りについて

学ぼう！
２０名

第２回 9/24
本町通りを

歩いてみよう！
１６名

第３回 10/29
地域が行政と協力してでき
る取り組みを考えよう！

１８名

・まちあるき
・将来像の検討
・今後の取組の検討
・取組の進め方の検討

グループでの活動各グループのテーマ

ワークショップの成果は中面へ

まちあるきの
ルート

今後のスケジュール３

市ホームページのまちづくり推進協議会のページ

http://www.city.saitama.jp/001/010/015/006/p051202.htmlＵＲＬＵＲＬ

【問合せ先】 発行：与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会
さいたま市 都市局 まちづくり推進部 与野まちづくり事務所 管理係
住所 〒３３８-８６８６ さいたま市中央区下落合５丁目７番１０号 (中央区役所４階)
電話 ０４８-８４０-６１５３ ファックス ０４８-８４０-６１５５
メールアドレス yono-machidukur i@city.saitama. lg.jp

与野本町駅周辺地区のまちづくりについて、私たちと一緒に考え、取り組みませんか？

与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープランに示すリーディングプロジェクトの実現に向けて、

行政と協働でまちづくりに携わりたいとお考えの方、入会をお待ちしています。

入会ご希望の方は、以下のホームページに掲載されている

会員募集チラシをご覧ください。

協議会に入会しませんか

募集チラシはこちら
のQRコードからも
ご覧いただけます

時期 組織 活動内容

１月下旬
中央区役所多目的室

＜ＬＰ３＞
歴史を伝える

本町通りのまちづくり分科会

・今後の取組の方向性について

・次年度活動計画の確認

＜ＬＰ４＞
芸術劇場と地域が連携した

まちづくり分科会

・ワークショップの成果を踏まえた

課題の洗い出し

・次年度活動計画の確認

２月中旬
＜ＬＰ１＞

中央区役所周辺をはじめと
した３拠点の強化分科会

・ワークショップ結果等の共有

・次年度活動計画の確認

3月中旬 役員会

【平成３０年度総会に向けた準備、確認】

・平成２９年度活動報告(案)について

・平成３０年度事業計画(案)について

・ニュース第５号原稿の確認

中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト１（ＬＰ１）］

２

• リーディングプロジェクト１「中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化」に基づく取組を行政と協

働で進めるため、分科会を設立し、具体的な活動を始めました。

• 今年度は、「中央区役所周辺のまちづくりを考えよう！」ワークショップの開催や与野中央公園基本計

画の見直しに関する意見交換などを行いました。

第１回（11/18）

・与野本町駅周辺や中央区役所の周辺などに

必要な機能を考えよう！

第２回（12/10）

・中央区役所周辺のまちづくりの

コンセプトについて話し合おう！

ＬＰ１ ワークショップの検討テーマ

分科会の様子

ワークショップの結果は、ニュース第５号でお伝えします！！



ワークショップの結果
（ＬＰ３・４）

第１回 本町通りについて学ぼう！（2017.8.27）

第２回 本町通りを歩いてみよう！（2017.9.24）

第３回 地域が行政と協力してできる
取り組みを考えよう！（2017.10.29）

埼玉大学深堀清隆先生

話し合いの成果

ワークショップの成果

グループ１「歩行者の交通安全」

将来像

安全で楽しめる通り
～人が歩いてまちがにぎわう～

今後の取組

•歩行者・自転車のための空間の確保

•車道・歩行空間の幅員構成の見直し

•歩行空間のフラット化

•電柱の集約化、ゴミ捨て場の移設

•沿道敷地の植栽の管理

•歩行者の待避場所の確保

•沿道利用者を増やすためのセットバック空間の利用

取組の進め方

•住民（協議会）が行政と協力して改善案を考える

•地元組織や沿道住民との調整

•モデルケース（交通社会実験）を実施して検証

グループ２「歴史を伝える街並み」

将来像

歴史のつながり、
人のつながりを感じさせる街

今後の取組

•地域ぐるみで歴史的な建物の保存

•街並みの統一

•歴史的な建物、古民家の再利用

• まちの情報発信

•歴史を伝えていくことに関する住民の意識づくり、

雰囲気や場づくり

•伝統・風習の保存、再発見・復活、伝承

取組の進め方

•住民（協議会）でまちづくりのルールを考えて沿道住民

と合意形成、前庭空間を使ったイベントなど

の実施

•行政は歩道の整備、住民活動への指導等

グループ３「まちのにぎわい」

将来像

歴史とアートの融合した
人の集えるストリート

今後の取組

•公共空間の有効活用

•芸術劇場からの集客

•買い物客の集客

•駅・本町通り・芸術劇場をつなげる

•地域の案内・ＰＲ

•地域資源を活用したイベント

取組の進め方

•民有地を活用するための協力体制をつくる

•協議会から商店主、空き家の持ち主等への働きかけ

•行政は案内板、公共空間の使用許可等

グループ４「芸術劇場の来場者の回遊」

将来像

“アートストリート”から
“アートエリア”へ
今後の取組

•与野本町駅や駅前店舗、駅前広場の活用

•芸術劇場と本町通りの連携（お店との連携、

バナーフラッグの設置範囲の拡大等）

• まちに芸術感を広げる（芸術作品の設置、イベント・ＰＲ

の実施、アートストリートの充実・延伸等）

•芸術劇場のグッズ、キャラクターの企画、住民へのＰＲ

取組の進め方

•劇場と一緒に盛り上がる会の設立

• まずはイベントを実施して、その他の取組に派生

•芸術劇場との連携は必須、

ＪＲや大学等との連携

・学識経験者、地元住民、市職員から、本町通

りの現況、歴史と街並みの特徴、市の取組状

況について情報共有しました。

・参加者全員で本町通りを歩き、通りの現況

と課題について話し合いました。

・グループのテーマごとに本町通りの将来像、

取組、取組の進め方について話し合いました。



第 ５ 号

発行元 与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会

まちづくりニュース
与野本町駅周辺地区

【発行月：平成３０年４月】

● 車道・歩行空間の幅員構成の見直し

● まちの歴史の情報発信

● 建築物等に関するルールの運用

今後３年間で取り組む施策と検討の方向

＜歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会・芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会＞

◆ 今後３年間で取り組む施策を決めました

＜中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会＞

◆ ワークショップ「中央区役所周辺のまちづくりを考えよう」を開催しました

◆ 与野本町駅周辺の利便性や景観について駅利用者にアンケートを行いました

＜ご案内＞

◆ 平成３０年度の総会を５月２７日（日）に開催し、活動計画を説明します

◆ みなさんもまちづくりに参加しませんか？

第５号のトピックス

歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト３］

芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト４］

• ワークショップで出された意見から、当面取り組めそうな施策を整理し、協議した結果、次の
３つの施策を今後の３年間で取り組むことに決定しました。

• 平成30年度は、車道・歩行空間の幅員構成の見直しを中心に、実施方法を検討していきます。

● JR与野本町駅からの魅力的なPR

● 駅前広場等でのコンサートなど芸術イベントの開催

● バナーの充実・設置範囲の拡大

今後３年間で取り組む施策

● 芸術劇場と連携した企画・ＰＲの実施

• ワークショップで出された意見から、当面取り組めそうな施策を整理しました。
• 平成30年度は、新規イベントの企画や、その他の施策の進め方について検討していきます。

裏面

中面

表面

建築物、外構部分、看板の景観を誘導すること
について検討

住民等が歴史を学ぶ、教える、情報を発信する、
ことなどについて検討

現在の幅員の中で歩行者空間を確保することにつ
いて検討※

※本町通りの拡幅整備には長期的な時間がかかることが見込まれるため、当面の歩行者空間の確保を検討します

平成３０年度 総会

平成30年度の協議会活動計画等をみなさまにご説明いたします。

プロフィール

埼玉大学工学部卒業後、2010年９月に同大学院理工学研究科博士後期課程修了。2010

年10月より国土交通省国土技術政策総合研究所研究官、2012年４月より埼玉大学助教を

経て、2016年4月から准教授に就任。専門は地区交通計画。

開催日時

会 場

平成30年５月27日 (日)  10時00分

さいたま市中央区役所３階大会議室

議 題
平成29年度事業報告及び決算
役員の選任
平成30年度事業計画(案)及び予算(案)

基調講演「交通社会実験の実例について」
講師：埼玉大学大学院理工学研究科准教授 小嶋 文 氏

（総会の会場）

・本協議会の総会は公開しますので、当日お気軽に会場へお越し下さい。（事前申込みは不要です。）

なお、傍聴席には限りがございますので、ご了承ください。

・駐車場には限りがあるので、徒歩又は公共交通でお越しください。

【問合せ先】 発行：与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会
さいたま市 都市局 まちづくり推進部 与野まちづくり事務所 管理係
住所 〒３３８-８６８６ さいたま市中央区下落合５丁目７番１０号 (中央区役所４階)
電話 ０４８-８４０-６１５３ ファックス ０４８-８４０-６１５５
メールアドレス yono-machidukuri@city.saitama.lg.jp

平成３０年度 総会のご案内

みなさんもまちづくりに参加しませんか？

◆与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会について

• 平成２７年１１月、与野本町駅周辺の将来像を示す「与野本町駅周辺
地区まちづくりマスタープラン」がさいたま市により策定されました。

• このプランで位置付けられた６つのリーディングプロジェクト(ＬＰ)を実
現していくため､私たちは平成２８年１１月に「与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会」

を設立し、地域住民が主体となり、行政と協働しながら本格的なまちづくりの活動をしています。

◆ 与野本町駅周辺地区のまちづくりを一緒に取り組みませんか

• 協議会では、まちづくりの具体的な取組内容や実施に関する検討をしています。中央区内にお住ま
いの方、お勤めの方で、協議会の目的にご賛同、ご協力いただける方の入会をお待ちしています 

・与野本町駅周辺地区をもっと魅力あるまちにしたい

・みんなが使うスペース（公共の建物、公園、道路等）を使いやすくしたい

・身の回りの住環境を良くしたい

• これまでの活動や取組について、詳しくは、以下のホームページをご覧ください。

与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会のページ（市ホームページ内）

http://www.city.saitama.jp/001/010/015/006/p051202.html

与野本町 まちづくり推進協議会
こちらのQRコードからも
ご覧いただけます

こんな方を
お待ちしています



「一般車の送迎
スペースを設け
る」が最も多い

「歩行者と自転
車の通る場所を
分離する」が
最も多い

「店舗に駐輪
場がない」が
最も多い

「利用方法や登録方
法をわかりやすくす
る」が最も多い

ワークショップ「中央区役所周辺のまちづくりを考えよう！」の開催結果
与野本町駅周辺の利便性や景観等について、駅周辺を利用する地域住民等のみなさまのご意見を把握するため、
アンケートを行いました。

■対 象 者 与野本町駅及び駅周辺施設の利用者（高校生以上）
■調 査 日 平成29年12月１日（金）、12月２日（土）
■配布・回収 2,000枚配布、613枚回収（回収率30.7％）

与野本町駅周辺の利便性向上に向けたアンケートの結果

・市が進める中央区役所周辺の公共施設再編に向けた検討へ市民意見を反映させるため、配置する機能やまちづくり
のコンセプトについて、意見やアイデアを出しました。

Q 道路や広場等に駐輪する理由は何ですか？ Q コミュニティサイクルの使いやすさを
向上させるには何が必要ですか？

◆アンケート結果の詳細は市のホームページをご覧ください（URLは裏面に記載）。

中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト１］

リーディングプロジェクト１では、中央区役所周辺、与野中央公園、与野本町駅周辺の３つのプロジェクトを
連動させながら推進することにより、これら３つの拠点機能を相互に連携・強化し、地区内外の人々が集ま
る一体的な拠点づくりを目指すこととされています。

話し合った内容：３拠点の利用状況や課題/３拠点毎にあると良い機能

ワークショップの
検討対象範囲

中央区役所周辺
が主な検討対象

与野本町駅周辺、
与野中央公園も
視野に入れて検討

３拠点にあるとよい機能
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与野本町
駅周辺

文化・学習

子育て支援

商業サービス

交通結節

広場

その他

中央区役所周辺の機能配置の考え方

●みんな元気で笑顔のあふれるまち

●みんなが集まるまち

●水とミドリの町

●彩りのあるまち与野

●静から動へと“回遊できる”まち

●生活空間としてワンストップ

●人にやさしい安心できるまち 等

●利便性や多世代交流等に向けた複合化

（“高齢者福祉” と “子育て支援”の機能の複合化等）

●鴻沼川の水辺利用

（商業サービスや広場の機能を水辺の近くに配置等）

●与野本町駅からのアクセスを考慮

（利用者の多い文化・学習機能を駅近に配置等）

●車によるアクセスへの対応

（利用者や施設に応じた駐車場配置等）

●にぎわい創出

（広場を中心とした機能配置等）

●安全・安心の確保

（災害時の駐車場活用、水害危険性の考慮した施設配置等

）

Q 駅前広場の使いやすさを向上させるには
何が必要ですか？

駐輪場の利便性

駅周辺の交通安全性

広場とにぎわい

Q 駅前広場等の交通安全性を向上させる
には何が必要ですか？

Q 駅周辺の景観についてどのように
感じますか？

Q 駅周辺でにぎわいを創出するために
何が必要ですか？

「商業施設の
誘致」が
最も多い

「とても良い」「やや良い」
を選んだ主な理由
・バラ園・植栽
・モニュメント
・開放感
・落ち着いた雰囲気

「とても悪い」「やや悪い」
を選んだ主な理由
・バラ園・植栽の改善
・屋外広告物
・殺風景
・商業施設がない

～・～・～・～・～・～ ワークショップの主な意見 ～・～・～・～・～・～

まちづくりのコンセプト (キーワード)

コミュニティサイクルの利便性

駅前広場の利便性

話し合った内容：中央区役所周辺の対象敷地における機能配置の考え方
/ まちづくりのコンセプト

第１回のまとめ 第２回のまとめ

駅周辺の景観

第１回 与野本町駅周辺や中央区役所の周辺などに
必要な機能を考えよう！

第２回 中央区役所周辺のまちづくりのコンセプトに
ついて話し合おう！

平成２９年１１月１８日（土）開催

平成２９年１２月１０日（日）開催

与野本町駅の利便性向上に向けた調査としては、アンケート調査のほか、さいたま市として、交通事業者への
ヒアリング調査・駐輪場等の実態調査を行ったとの報告がありました。

【参加人数 17名（ 公募による参加者５名 ）】

【参加人数 20名（ 公募による参加者６名 ）】


